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日次スライ ド,そして,内容本体のスライ ドから構成されていることがほとんどである。「スライ ド」
と言った場合には,通常は1枚のスライ ドをさす。プレゼンテーションでは,複数枚のスライ ドが用い
られることが普通なので,一つのプレゼンテーションで用いられるスライ ドの集まりは 「スライ ドー 式」
と呼ぶことにする。








図 2のスライ ドの例では,見出しがあり,内容部分は,7つの項目から成っている。第 1階層項目が
2つあり,さらに下位項目として,項目1に第 2階層項目が3つと,項目2に第 2階層項目が2つ付い
ている構造になっている。場合によっては,さらに第 3階層項目があることもある。
また,図 3のスライ ドは,写真が入っている例である。この場合,写真が第 1階層項目1と考え, こ
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の写真を説明している部分として,第 2階層項目が3つあるという形になっていると考える。














































18 29 15 13 12 17.4 87
各資料の全項目数
(単位 :項目)
112 77 85 69 92.8 464
スライ ドごとの項目数
(単位 :項目)
6.3 4.2 5。1 6.5 5.8 5。6
項目ごとの字数
(単位 :字)














つまり第 1階層,第 2階層,第 3階層の関係を簡単に図示したものが,図4である。 aは,第 1階層だ
けで構成されているスライ ドで, bは第 2階層がある例, さらにcは,第 3階層まである例である。 a
では,見出し以外の項目は対等の独立した項目であることが,階層の構成から見て取れるし, bは,第
1階層にある二つの項目が対等で,第 2階層は,第 1階層の項目の例や理由などを表す内容であろうと
予測がつく。 cは,第 1階層項目は一つだけで,第 2階層項目,第 3階層項目と進むにつれて,より詳







































































考えられる。一方,資料 2では,見出しのみのスライ ドが多いが, これは,工学系の発表であり,見出
しの他には,実験結果を表す図表だけが示されているタイプのものが多いことがその理由である。資料

















表 4 スライ ドの項目に用いられる表現形式














































































































示する機能があると思われる。これらについて,詳しく述べていく。                      ,
4.2.2 語や旬
表4を見てみると,スライドに現れる形式の53%が,語,語の並列,句で占められていることがわか      1
る。語には,一語,複合語,「臨時一語」が含まれる。それぞれの例として,まず,一語には 「モータ」
とか 「目的」などのようなものが挙げられる。複合語には,「問題点」,「航行試験」のようなものがあ      」
るが,さらに名詞をそのままつなげて長い一語とした 「臨時一語」として,「障害物検知プログラム」,




























































































































け)プ レゼンテーションの内容については,三浦 ・岡澤 ・深澤 (1998)『5ヶ月で口頭発表』をはじめ,三浦 ・深澤
(1998),三浦 (1998)などに述べられている。また,プレゼンテーションの方法の一つとしてのコンピュータ
利用に関しては,深澤 ・濱田 ・後藤 (2002)『留学生のための日本語コンピュータ』に,詳しい作成手順が解
説されている。
侶)浜 田他 (1997)の『大学生 ・留学生のための論文ワークブック』,二通他 (2000)の『留学生のための論理的
な文章の書き方』,アカデミック・ジャパニーズ研究会 (2002)の『大学 ・大学院 留学生の日本語④論文作
成編』など




















CD 三浦香苗,深澤のぞみ,岡澤孝雄 (1998)「初級段階の口頭発表プロジェク トー 受信から発信ヘー」『平成10年
度日本語教育学会秋季大会予稿集』
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